
別紙 

【参考】 

  「三春滝桜」は、日本を代表する桜の巨木で日本三大桜の一つに数えられ、1922（大正 11）年    

10 月 12 日に国の天然記念物の指定を受けた樹齢 1,000 年以上の名木です。また、三春町は五万石の

城下町で神社仏閣が数多くあります。町内には約 10,000 本以上の桜の木があり、町中いたるところ

で桜が咲き競う「桜の里」です。 
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              ※（1）～（10）まで、全て三春滝桜を題材としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

         

（1） （2） （3） （4） （5） 

（6） （7） （8） （9） （10） 

 

 

 

  

番号 題材 ふりがな 

（1） 王子神社 おうしじんじゃ 

（2） 八幡神社 はちまんじんじゃ 

（3） 福聚寺 ふくじゅうじ 

（4） 雪村庵 せっそんあん 

（5） 法華寺 ほっけじ 

（6） 福聚寺 ふくじゅうじ 

（7） お城山 おしろやま 

（8） 龍穏院 りゅうおんいん 

（9） 八十内かもん桜 やそうちかもんざくら 

（10） 福聚寺 ふくじゅうじ 

 

 【切手選定理由】 

   三春町は、桜の里として知られ毎年多くの観光客が訪れます。「三春滝桜」に代表される桜は、 

  町のシンボル的な存在です。 

 


